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報道によると、８月５日葛西会長は講演で、リニア開業後は

「のぞみ」を廃止し、「ひかり」「こだま」のみの運行体系に

すると発表しました。これにより、東京～新大阪の場合、「の

ぞみ」で２時間30分の所要時間が、「ひかり」で２時間50分前

後となります。乗り換えなしで行きたい乗客にとっては大きな

ロスタイムになります。リニアを使えば、乗り換え時間を考慮

して約２時間になりますが、乗り換えが面倒になります。大き

な荷物を持つ乗客にとっては迷惑です。乗客は、時間がかかっ

ても乗り換えなしで行くか、面倒な乗り換えをしても早く行く

かの選択肢を迫られます。

このような運行体系は、利便性を一切無視したダイヤです。

「早く行きたければリニアに乗りな」と言わんばかりです。か

つて、「のぞみ」導入時にも、「ひかり」の本数を激減させ、

指定席料金が高い「のぞみ」に強引に乗せるダイヤを組みまし

た。ＪＲ東海の傲慢さは、ここまでくると呆れるばかりです。

乗客のニーズなど全く考えていないのです。このような姿勢で、

沿線住民や利用者からリニア建設の理解を得られると思ってい

るのでしょうか。

私たちは、最後までリニア反対の闘いを展開していきます。
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